















データの報道（2011 年 12 月 9 日）が、衝撃を
もって受け止められたり、「貧困女子」という言
葉への関心が急に高まったりする風潮があると考














































C.E. リンドブロム＆ E.J ウッドハウスは、『政
策形成の過程』（藪野祐三・案浦明子翻訳、東京
大学出版会、2004 年）という著書のなかで、十
分な情報に基づいた政策への要求は高まっている
が、政策過程は首尾一貫した合理的なものではな
いし、分析に基づく政策形成には必然的な限界が
あると述べている。敷衍すれば、女性の貧困につ
いて十分な情報収集がされても、それが正確に理
解され、政策に生かされるかは心もとない。ただ、
「専門家の分析は政治的意思決定にさらに役立つ
可能性を秘めている」（30 頁）としている。
この言葉に勇気づけられ、分析の限界を考慮し
つつ、研究を進める必要があろう。女性の貧困問
題に対する政策の布置を明らかにすることは容易
ではない。すでになされている政策が、どのよう
な経路で実現し適用されているのか、女性の貧困
の実態を目の当たりにしてきた人たちが要求して
きた政策、そして（難しいのだが）必要とされる
政策が実現しないという問題を論じる方策も必要
であり、引き続きこのテーマに関心を持ちたいと
考えている。
